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今
年
度
よ
り
、
教
化
委
員
会
青
少
年
対
策
部

会
に
て
「
親
と
子
の
ひ
な
祭
り
」
を
開
催
す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
「

ひ
な

祭
り

」
は

歴
史

も
あ
り
、
園
児
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
保
護
者
に

も
歴

史
や

意
義

を
理

解
し

て
頂

く
に

は
絶

好

の
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。
 

 
 

今
回

は
三

月
二

日
に

富
山

市
布

瀬
町

南
の

光
陽
も
な
み
保
育
園
（
久
惠
早
苗
園
長
）
よ
り

直
接
の
依
頼
が
あ
り
、
と
て
も
有
難
い
話
で
あ

り
ま
し
た
。
当
日
は
大
変
寒
い
日
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
保
育
園
は
園
児
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
藤
井
教
化
委
員
長

よ
り

ひ
な

祭
り

の
歴

史
や

意
義

の
説

明
が

あ

り
、
雅
楽
が
響
き
渡
る
中
を
園
児
の
お
父
さ
ん

方
三
人
が
扮
す
る
お
内
裏
様
・
右
大
臣
・
左
大

臣
、
女
性
保
育
士
四
人
が
扮
す
る
お
雛
様
・
三

人
官
女
が
登
場
し
、
凛
々
し
い
姿
や
美
し
い
姿

に
園

児
や

父
母

の
方

も
見

入
っ

て
い

ま
し

た
。
 

こ
の
後
、
全
員
で
「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」

を
合
唱
し
、
園
児
た
ち
が
思
っ
た
こ
と
を
質
問
 

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

 

        

最
後
に
、
産
土
大
神
を
祭
る
松
尾
神
社
宮
司

平
尾

旨
明

神
社

庁
副

庁
長

か
ら

神
様

や
神

社

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
講
話
が
あ
り
、
久
惠

園
長
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
、
無
事
に
行
事

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

今
後
も
こ
の
活
動
を
通
じ
、
親
が
子
の
無
事

成
長
を
祈
る
気
持
ち
、
子
が
親
に
感
謝
す
る
気

持
ち
を
教
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

(
青
少
年
対
策
部
会
長
 
平
尾
 
智
胤
 
記
)
 

                   

  

平
成
二
十

四
年
三

月
十

九
日
（

月
）
研

修
所

主
催

「
第

七
回

教
養

研
修

会
」

を
、
『

富
山

城

も
の
が
た
り
』
と
題
し
て
、
富
山
城
の
歴
史
・

遺
跡

に
つ

い
て

参
加

者
二

十
二

名
が

学
び

ま

し
た
。
 

第
一

講
は

富
山

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

主
任

学
芸

員
 
野

垣
好

史
先

生
よ

り
実

際
に

富

山
城

址
を

歩
き

な
が

ら
ご

説
明

を
頂

き
ま

し

た
。
第
二
講
は
富
山
城
天
守
閣
内
の
富
山
市
立

郷
土

博
物

館
に

お
い

て
同

館
長

 
加

藤
達

行
先

生
よ

り
四

百
年

以
上

に
わ

た
る

富
山

城
の

歴

史
を
展
示
ご
と
に
解
説
を
頂
き
ま
し
た
。
 

天
文
年
間
、
神
保
氏
の
築
城
と
さ
れ
る
富
山

城
は
、
現
在
、
往
時
の
歴
史
的
な
姿
と
は
か
な

り
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
丸
の
北

を
流
れ
る
松
川
は
か
つ
て
の
神
通
川
で
、
当
時

の
川
幅
は
二
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
四
方
を
水

濠
と
河
川

と
で

二
重

に
囲

ま
れ

た
大
規
模

な

構
え
の
城
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八

年
か

ら
の

富
山

城
石

垣
改

修
工

事
に

合
わ
せ

て
石
垣
の
調
査
が
行
わ
れ
、
石
垣
の
築
造
技
術

の
す
ば
ら
し
さ
や
、
歴
史
的
価
値
が
再
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

(
研
修
部
会
長
 
炭
谷
 
淳
 
記
)
 

       

                      

去
る
二
月
二
十
四
日
、
富
山
県
神
社
庁
に
於
い
て
、

河
合
正
登
講
師
を
お
迎
え
し
て
祭
式
研
修
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
地
鎮
祭
の
祭
式
に
つ
い
て
、
ビ
デ
オ

教
材
を
使
っ
た
講
義
と
実
際
に
基
本
か
ら
演
習
を
行

い
と
て
も
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

八
名
、
こ
の
日
学
ん
だ
事
を
御
奉
仕
に
生
か
し
、
更

な
る
研
鑽
に
励
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 
 

(
横
川
 
道
子
 
記
)
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平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日
発
行
 

発
行
所
 
富
山
県
神
社
庁
 

編
 
集
 
教
化
委
員
会
広
報
部
会
 

第
一

回
 
親

と
子

の
ひ

な
祭

り
開

催
 

 
 

第
七

回
 

教
養

研
修

会
 

 

 

 

 

富
山

県
女

子
神

職
会

 
祭

式
研

修
会
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   富
山
県
神
社
庁
主
催
「
親
子
で
行
く
伊
勢
神

宮
と
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
の
旅
」
を
教
化

委
員
会
神
宮
奉
賛
部
会
主
管
に
よ
り
、
平
成
二

十
四

年
三

月
二

十
四

日
（

土
）
～

二
十
五

日

（
日
）
一
泊
二
日
の
バ
ス
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
バ
ス
は
呉
東
地
区
中
型
一
台
（
十
六
名
）
呉
西

地
区
大
型
一
台
（
二
十
九
名
）
で
東
西
分
か
れ

て
早
朝

よ
り
各

所
を
経
由

し
参

加
者

を
乗
せ

、

城
端
桜
ヶ
池
で
合
流
の
後
、
東
海
北
陸
道
・
伊

勢
自
動
車
道
で
伊
勢
へ
と
向
い
ま
し
た
。
 

 
道

中
車

内
で

は
、
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
｢
伊
勢
コ
ッ
コ

の
お

伊
勢

ま
い

り
｣
を

上
映

し
、

長
谷
川

部
会

員
が

バ
ス

二
台
交
互

に
ユ

ー
モ
ア

た
っ
ぷ

り
の
飽

き
さ
せ
な
い
内
容
で
、
神
宮
や
遷
宮
に
つ
い
て
 

   参
加
者
に
説
明
。
子
供
も
親
も
興
味
深
く
聞
き
入
 

っ
て
い
ま
し
た
。
神
宮
で
は
、
先
ず
外
宮
の
御
垣
 

内
参
拝
、
続
い
て
内
宮
の
御
垣
内
参
拝
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

参
加
者
は
一
様
に
初
め
て
の
神
宮
、
初
め
て
の

御
垣
内
参
拝
に
神
妙
な
面
持
ち
で
、
感
銘
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
外
宮
の
参
拝
の
直
後
に
、
車
内
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
見

た
日
別
朝
夕

大
御
饌

祭
が

ま
さ

に

目
の
前
で
行
わ
れ
て
お
り
、
深
く
記
憶
に
残
っ
た

こ
と

で
し
ょ

う
。
御

神
楽

の
奉
納

に
つ

い
て

も
、

厳
粛
な
雰
囲
気
で
執
り
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
も
行

儀
よ
く
座
っ
て
い
ま
し
た
。
参
拝
後
は
、
お
か
げ

横
丁
散
策
で
、
時
間
は
短
め
で
し
た
が
、
相
応
に

雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
 

二
日
目
、
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
は
み
ん
な
 

楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
湯
あ
み

の
島

も
合

わ
せ

て
存
分

に
楽

し
ん
だ

よ
う

で
し

た
。
本

年
度

よ
り
表
彰

者
の
引
率

者
参

加
費
 

（
一

名
分

）
の
半
額

を
助

成
し

好
評

で
し

た
が

、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
参
加
者
が
無
く
、
次
年
度
は
よ
り

多
く

参
加

頂
け

る
よ

う
案

内
を
促

し
た

い
と

思

い
ま
す
。
 

【参加人員】 
      （大人）二十二名、（小人）二十三名  

※ 内招待者七名 

スタッフ四名 藤井委員長、平尾部会長 
長谷川部会員、宮本録事        

(
神
宮
奉
賛
部
会
長
 
平
尾
 
賢
 
記
)
 

  

第
二

十
八

回
小

学
生
作

文
コ

ン
ク

ー
ル

の

表
彰
式
が
、
去
る
三
月
四
日
（
日
）
午
後
二
時

よ
り
、
富
山
市
山
王
町
鎮
座
日
枝
神
社
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
小
学
校
十
六
校

か
ら
百
八
十
二
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か

ら
特
別
賞
五
名
、
金
賞
五
名
、
銀
賞
十
名
、
銅

賞
十
名
の
計
三
十
名
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
者
は

み
な
誇
ら
し
げ
に
賞
状
を
受
け
取
り
、
付
添
い

の
ご
家
族

も
笑
顔

で
お

子
さ

ん
を

見
守

っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
 
応
募
作
品
数

は
前

年
度

と
ほ
ぼ

同
数

で
し

た
が
、
学
校
数
で
見
る
と
二
十
一
校
か
ら
十
六

校
に
減
少
し
、
来
年
度
へ
向
け
て
の
対
策
が
教

学
部
会
の
課
題
だ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。
 

(
教
学
部
会
長
 
髙
倉
 
政
憲
 
記
)
 

                  

  

 

 
 
 

祭
式
大
成
 
調
度
装
束
篇
（
昭
十
七
）
を
見
る

と
軾
（
ひ
ざ

つ
き
）
は

、
古
く
は
庭
上
起
拝

を

行
う
に
膝
を

か
け
、
又
兼
ね
て
手

を
お
く
為

の

物
で
あ
り
、

後
に
殿
上

に
も
用
い

ら
れ
、
更

に

殿
上
座
礼
が

行
わ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
一
種

の

敷
物
と
な
っ

た
事
や
、

こ
れ
を
用

い
る
主
な

意

義
は
、
祝
詞
座
、
拝
座

、
又
は
祓

の
座
等
極
め

て
重
要
な
行

事
の
時
に
用
い
、
重
要
な
座
席

を

特
定
す
る
為

の
も
の
で

あ
る
事
、
更
に
、
普

通

の
敷
物
の
代

り
に
用
い

る
な
ら
そ

れ
は
調
度

の

乱
用
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
等

々
の
記
述

が

あ
り
ま
す
。
 

 
 
神
社
本
庁
で
は
、
軾
は
そ
れ
を
用
い
る
直
前

に
敷
き
、
行
事
が
終
わ
れ
ば
そ
の
都
度
撤
却
す

る
こ
と
を
規
程
し
て
い
ま
す
。
 

予
め
軾

を
鋪

設
し

た
状

態
で

祭
典

を
行

う
 

事
が
止

む
を

得
な
い
場

合
で
も
、

祭
典
終
了

後

は
軾
を
速
や

か
に
撤
却

し
、
調
度

の
片
付
け
等

に
際
し
て
大

切
な
軾
を

踏
む
事
が

無
い
よ
う

に
 

心
掛
け
ま
す
。
 

又
、

祭
典

中
に
軾

か
ら
起

つ
際

の
作

法
は

 

三
歩
膝

退
の

後
、

右
足

を
進
め

て
退

く
起
座
 

と
な
り
ま
す

が
、
右
足

で
軾
の
端

を
踏
ま
な

い

よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
 

(
神
社
庁
祭
式
講
師
 
河
合
 
正
登
 
記
)
 

    

親
子

で
行

く
伊

勢
神

宮
と

 

ナ
ガ

シ
マ
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パ

ー
ラ

ン
ド

の
旅

 

第
二

十
八

回
 

小
学

生
作

文
コ

ン
ク

ー
ル

 

 

 

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

 
祭

式
 

 
 

 富山県神社庁親子参宮団 
『
軾
を
大
切
に
』
 


